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相談支援のみちしるべ

10:45~ 1 7 : 3 0

1 0 : 0 0 ~ 1 5 : 0 0

｢相談支援の質の向上｣ 
～日本相談支援専門員協会政策委員会の実践と地域づくり～

日本相談支援専門員協会政策委員会

｢相談支援専門員よる地域づくり｣
～重層的相談支援体制事業と防災と福祉教育を活かして~
　半田市障がい者相談支援センター センター長 加藤 恵氏

｢地域でできること｣
　全体進行 半田市障がい者相談支援センター センター長 加藤 恵氏
　ファシリテーター 日本相談支援専門員協会 政策委員
　助言
厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 地域生活発達障害者支援室
　（併）こども家庭庁支援局障害児支援課 相談支援専門官 　藤川 雄一 氏

｢医療的ケアを必要とする子どもの支援からみえる 実践の在り方｣
　　　　　　　
｢障害児支援施策とこども大綱の策定に向けて｣
　子ども家庭庁支援局障害児支援課 障害福祉専門官 大塚 慎之介氏

｢都道府県における医療的コーディネーターの養成について｣
　宮城･仙台障害者相談支援従事者協会 代表理事 福地 慎治氏

｢医療ケアっ子みらいをつくる千葉の会 について｣
　日本相談支援専門員協会 政策委員 伊藤 佳世子氏

｢地域における支援体制の構築について｣
　日本相談支援専門員協会 理事 島 優子氏

｢みんなで 共有しよう 考えよう 実践しよう｣
　全体進行 日本相談支援専門員協会 理事 小川 陽氏
　ファシリテーター 日本相談支援専門員協会 理事

｢法定研修だけでは補いきれない人材育成と自己研鑽｣
～専門職としての きほんのき～
　埼玉県相談支援専門員協会

「埼玉県における人材育成の取り組み」
「本人主体の支援」｢ストレングス視点｣

　私たち相談支援専門員は、障害のある人が自ら望む自立した地域生活の実現に向けて、本人の意思、人
格ならびに最善の利益を尊重し、常に本人の立場にたち、個別生活支援と地域づくりを両輪とした相談支
援を実践するソーシャルワーク専門職です。
　障がい福祉サービスの充実に伴い、社会を基盤としたソーシャルワークの広がりが着実に歩を進めてい
る中、改めて、我々「相談支援専門員」及び「相談支援事業」の役割と機能を明確に示し、これからの「相
談支援の目指す方向」を全国の仲間と考える機会を設けました。次年度には、「障害者の日常生活および社
会生活を総合的に支援するための法律等の一部を改正する法律」の施行及び障害福祉サービス等報酬改定
が予定されています。
　本研修では、地域の相談支援専門員及び個々の相談支援専門員を支える都道府県協会、行政担当者等、
が地域での取り組みや実践を通し、これからの相談支援の「みちしるべ」のヒントを共有できるような機
会として、企画いたしました。

｢ これからの障害児者相談支援 ｣
　厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 精神・障害保健課 依存症対策推進室
　(併 ) 障害福祉課 地域生活・発達障害者支援室 室長　羽野 嘉朗 氏

｢ 弱さを愛せる社会とは ｣
　植草学園大学・植草学園短期大学 副学長　野澤 和弘 氏

｢ めざすべき障害児者相談支援  ｣  ～ 道 標 ～
　進行　日本相談支援専門員協会　副代表　岩上 洋一
　登壇　日本相談支援専門員協会　顧問　　菊本 圭一
　登壇　日本相談支援専門員協会　代表　　冨岡 貴生
　登壇　日本相談支援専門員協会　副代表　大平 慎太郎
　登壇　日本相談支援専門員協会　理事　　小川  陽
　助言
　厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 地域生活発達障害者支援室
　（併）こども家庭庁支援局障害児支援課 相談支援専門官 　藤川 雄一 氏
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会場参加 11月 27日 / オンデマンド 12月 8日

･当日のオンライン配信はございません｡
･オンデマンド配信は 1 日目分のみとなりま
す｡2日目分の配信はございません｡
･オンデマンド配信は本研修修了後､編集作業
を行い12月末頃~約Ⅰヶ月間程度にNSKの
WEBサイト上から配信予定です｡

QRコードまたはNSKのWEBサイトからお申し込み下さい

5,000円
7,000円

会場

3,000円

会員 

一般 

オンデマンド視聴

主催 特定非営利活動法人 日本相談支援専門員協会　後援 厚生労働省

申 込 方 法

9: 0 0受付

10 : 1 5受付

共通 

申 込 〆 切

お問い合わせ

office@nsk2009.org
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